



























19 名とした。治療期間は 3 カ月間とし、治療
目標は BMI 30.0 kg/m2 未満とした。2015 年 7
月～2015 年 12 月までの期間に受診した患者 11
名は食事思い出し法とし、2016 年 1 月～2016





tion analyzer（In Body 720，インボディ・ジャ
パン，東京）を用いて、体重、骨格筋量、体脂










　婦人科腹腔鏡下手術のため減量が必要な Body mass index（BMI）30.0 kg/m2 以上の肥満患者 19 名（BMI 33.6±
3.5 kg/m2）を対象に、より効果的な栄養指導法を明らかにする目的で、食事摂取調査法の検討を行った。栄養治療
期間は、3 カ月間とし、食事思い出し法、食事記録法（目安量記録法）による栄養治療効果についてレトロスペクティ
ブに検討した。3 カ月間で BMI 30.0 kg/m2 未満を達成出来たのは、食事思い出し法群では、11 名中 3 名（27.3％）で、












（Ideal body weight : IBW）、 た ん ぱ く 質 は










均年齢 44.2±9.0 歳）であった。身長 158.3±
6.1 cm、体重 84.2±10.7 kg、BMI 33.6±3.5 kg/
m2 であった。
　食事思い出し法群は、11 名（平均年齢 42.2
±8.4 歳）で、身長 159.3±4.6 cm、体重 84.5±
8.2 kg、BMI 33.3±2.5 kg/m2 であった。食事記
録法群は、8 名（平均年齢 47.0±9.5 歳）で、
身長 157.0±9.5 cm、体重 83.7±14.1 kg、BMI 
33.9±4.8 kg/m2 であった（表 1）。
2．栄養治療成績
　BMI 30.0 kg/m2 未満を達成出来たのは、食
事思い出し法群は、11 名中 3 名（27.3％）で、
食事記録法群は、8 名中 5 名（62.5％）であっ
た（表 2）。
　栄養治療前の BMI 別に検討すると、栄養治













年齢（歳）  42.2±8.4  47.0± 9.5  44.2± 9.0
身長（cm） 159.3±4.6 157.0± 9.5 158.3± 6.1
体重（kg）  84.5±8.2  83.7±14.1  84.2±10.7




治療達成率（BMI 30.0 kg/m2 未満） 27.3％（3/11） 62.5％（5/8）
表 3　BMI 別にみた栄養治療成績
食事思い出し法群 食事記録法群
BMI < 33.0 kg/m2 50.0％（3/6） 100.0％（4/4）
BMI ≧ 33.0 kg/m2 　 0％（0/5）  25.0％（1/4）
治療達成を BMI 30.0 kg/m2 未満とした　BMI : Body mass index




　BMI 33.0 kg/m2 未満の体重減少量は、食事
思い出し法群では、4.0±3.4 kg（体重減少率 5.0
±4.0％）で、食事記録法群では、10.8±1.3 kg（体











m2 から 31.6±2.8 kg/m2 へと減少し、食事記録









体重減少量（kg） 4.3± 3.8 11.3± 5.2＊
体重減少率（％） 5.0± 4.2 13.0± 4.3＊
体脂肪減少量（kg） 3.4± 4.4  9.8± 4.9＊
体脂肪量減少率（％） 8.1±12.9 25.3±10.0＊
すべての値は Mean±SD で示した
食事思い出し法群 vs 食事記録法群（＊p < 0.05）
表 5　BMI 別にみた体重減少量、体脂肪減少量
食事思い出し法群（n＝11） 食事記録法群（n＝8）
体重減少量（kg） 体重減少率（％） 体重減少量（kg） 体重減少率（％）
BMI < 33.0 kg/m2 4.0±3.4（n＝6） 5.0±4.0 10.8±1.3＊（n＝4） 13.2±2.3＊
BMI ≧ 33.0 kg/m2 4.5±4.6（n＝5） 5.0±5.0 12.5±7.2＊（n＝4） 13.2±5.8＊
すべての値は Mean±SD で示した
食事思い出し法群 vs 食事記録法群（＊p < 0.05）
表 6　栄養治療前後の体成分等の変化
食事思い出し法群（n＝11） 食事記録法群（n＝8）
栄養治療前 栄養治療後 栄養治療前 栄養治療後
骨格筋量（kg） 26.0±2.6 25.5±2.8 24.7±3.2 23.3±2.2
基礎代謝量（kcal） 1399±92 1382±100 1351±116 1304±80
BMI（kg/m2） 33.3±2.5 31.6±2.8 33.9±4.8 29.8±3.8
すべての値は Mean±SD で示した




















後の 30.1±5.0 kcal/kgIBW/日へと 24.8％ 減少
していた。食事記録法群では治療前の 43.4±
4.8 kcal/kgIBW/日から治療後の 27.0±2.4 kcal 
/kgIBW/日へと 37.6％ 減少していた。たんぱ
く質摂取量は、食事思い出し法群では治療前が












25±19 IU/L、ALT 33±40 IU/L、GGT 24±
14 IU/L であった。一方、食事記録法群では
AST 23±6 IU/L、ALT 27±13 IU/L、GGT 36
±27 IU/L であった（表 8）。栄養治療前にいず
れかの血液生化学検査（AST、ALT、GGT）
の施設基準値の上限を超えた症例は、食事思い
出し法群で 11 名中 3 名（27.3％）、食事記録法
群は、8 名中 1 名（12.5％）であった。栄養治
療による体重減少で、治療前にみられた検査値
異常は全例で施設基準値未満まで低下した。
図 2　BMI の変化（食事思い出し法） 図 3　BMI の変化（食事記録法）
表 7　栄養治療前後の食事摂取量の変化
食事思い出し法群（n＝11） 食事記録法群（n＝8）
栄養治療前 栄養治療後 栄養治療前 栄養治療後
エネルギー（kcal/kgIBW/日） 40.0±5.5 30.1±5.0 43.4±4.8 27.0±2.4
たんぱく質（g/kgIBW/日）  1.1±0.2  1.0±0.2  1.1±0.1  1.0±0.1
脂質（g/kgIBW/日）  1.0±0.1  0.9±0.1  0.9±0.1  0.8±0.1
すべての値は Mean±SD で示した














治療目標（BMI 30.0 kg/m2 未満）を達成出来
たのは、食事思い出し法群で、11 名中 3 名
（27.3％）、食事記録法群で、8名中5名（62.5％）
であった。栄養治療前の BMI 別で治療成績を
検討すると、BMI 33.0 kg/m2 未満の症例では、
食事記録法で全例とも治療目標を達成すること
































BMI 33.0 kg/m2 未満の症例では、食事記録法
を用いることにより、3カ月間という短期間で、
BMI 30.0 kg/m2 以下の減量治療が可能であっ

















施設基準値 AST 10～35（IU/L）、ALT 7～42（IU/L）、GGT 5～40（IU/L）を基準値とした
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